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研究要旨 

DPC データベースはわが国の急性期入院患者の約 50％以上を占める大規模な診療

報酬データベースであり，詳細なプロセス情報とコスト情報を含んでいる。これら

を有効活用することによって種々の臨床疫学研究やヘルスサービスリサーチが可

能である。令和 2 年(2020 年)には DPC データベースを用いた臨床疫学研究および

ヘルスサービスリサーチの原著論文が６６編、本分担研究チームから英文誌に掲載

された。DPC データベースの利活用はエビデンスに基づく医療に貢献し、日常臨床

のプラクティスの改善に資するものである。 

A. 研究目的 

DPC データ調査研究班は，参加各施設

のスタッフや臨床各専門家のご協力の

下，DPC データの収集・分析を進めて

きた。DPC データベースはわが国の急

性期入院患者の約 50％以上を占める大

規模な診療報酬データベースであり，詳

細なプロセス情報とコスト情報を含んで

いる。これらのデータを利用して，患者

集団を対象とした臨床疫学やヘルスサー

ビスリサーチが可能である。 

令和 2年には DPC データベースを用い

た臨床疫学研究およびヘルスサービスリ

サーチの原著論文が６６編、英文誌に掲

載された。本報告では，DPC データを

用いた臨床疫学研究の具体例を１つだけ

紹介する。外科領域のジャーナルである

British Journal of Surgeryに掲載された論

文である。すべての成果は「E.研究発

表」の論文リストを参照されたい。 

 

進行結腸癌による右結腸閉塞に対して、

緊急の結腸切除術により閉塞を解除しか

つ癌を摘出するか、まず大腸ステント留

置により閉塞を解除後に待機的に結腸切

除術をおこなう方が良いか、コンセンサ

スが得られていない 

 

B. 研究方法 

本研究班 DPC データベースを用いて

2010 年 7 月から 2017 年 3 月までの期間

に進行した右結腸癌に対し、緊急の右半

結腸切除を行った症例(n=2369)および大

腸ステント留置を行った症例(n=1866)を

対象とした。 

1:1傾向スコアマッチングを行い交絡の

調整を行った。本研究で調整した交絡因

子は以下のとおりである： 

年齢、性別、Body mass index、喫煙歴（非

喫煙者、現在/過去の喫煙者）、糖尿病、

動脈硬化性疾患、Charlson Co-morbidity I

ndex, 腫瘍の局在、がんステージ、施設別

年間平均症例数 

 

アウトカム指標は、在院死亡、術後合併

症（創感染、縫合不全など）、術後在院日



数とした。 

 

C. 研究結果 

1:1傾向スコアマッチングにより、1500ペ

アを抽出した。 

主たる結果は以下に示す通りとなった。 
  

緊急手術群 
ステント

留置群 
p 

在院死亡 1.60% 0.90% 0.069 

術後合併症 22.10% 19.10% 0.042 

 創感染 7.10% 4.40% 0.001 

 縫合不全 3.80% 2.60% 0.062 

術後平均在

院日数 
15日 13日 

＜0.001 

 

 

 

D．考察 

全国規模の後方視的研究により、進行結

腸癌による右結腸閉塞に対して、緊急の

結腸切除術により閉塞を解除しかつ癌を

摘出した群と、まず大腸ステント留置に

より閉塞を解除後に待機的に結腸切除術

を行った群間で、短期のアウトカムを比

較した。その結果、ステント留置群の方

が死亡率が低くなる傾向を認め、術後合

併症率は有意に低く、術後在院日数は有

意に短かった。 

本研究のように、多くの研究テーマにつ

いてRCTは実施困難であることが多い。

そのため近年は、RCTを補完する手段と

して、大規模なリアルワールドデータ

(real world data, RWD)を用いた観察研究

デザインによる質の高い臨床研究が世界

的に増加しています。本研究もそのひと

つである。 

 

DPCデータをはじめとするRWDを用い

る研究はすべて観察研究であり、RCTと

異なり治療の選択はランダムでなく、交

絡の影響が避けられない。 

RWDを用いる研究では、適切に研究テ

ーマを設定し、うまく研究対象を選定

し、潜在的な交絡因子となるデータを網

羅的にデータベースから抽出する必要が

ある。その上で、本研究で実施したよう

な適切な統計手法を実施することが求め

られる。 

本研究においてもこの手法を用いること

により、ランダム化比較試験に準じる質

の高い研究結果が得られた。 

 

本報告で紹介したように，DPC データに

含まれる詳細なプロセス情報等を有効活

用することにより，種々の臨床疫学分析

が可能である。今後さらに経年的にデー

タを蓄積し，DPC データベースをわが国

の臨床疫学・ヘルスサービスリサーチ発

展のために役立てていくことが肝要であ

る。 
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